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～170％、72 時間時は設定値の 17.0～110％の範囲であった。影響濃度の算出には時間加重1 
平均値を採用しており、２１日間総産仔数に対する無影響濃度（NOEC）は 0.01mg/L2 
（10µg/L）であった。 3 

 4 
＜急性毒性値＞ 5 
二次消費者（魚類）Oryzias latipes 半数致死濃度；４日間 LC50 0.870mg/L（870µg/L） 6 
環境省は OECD TG 203(1992)に準拠し、メダカ Oryzias latipes の急性毒性試験を、三菱7 

ガス化学（株）から提供された純度 98.3～99.4％のヒドラジン水和物を用いて、GLP 試験で8 
実施した。試験は半止水式(48 時間毎に換水)で、設定濃度が対照区、0.6、0.8、1.0、 1.3、9 
1.7、 2.3、3.0 mg/L の 7 濃度区（公比 1.3）で実施された。助剤は用いられていない。ヒド10 
ラジンの存在形態に関係する pH は 7.4～8.3 の範囲であった。被験物質は HPLC 法で実測11 
され、設定値に基づき Probit 法(統計ソフト:EcoTox-Statics)により、ヒドラジン水和物濃度12 
として９６時間半数致死濃度(LC50)1.36 mg/L を算出した。ヒドラジン換算値としては LC50 13 
0.871mg/L（871µg/L）が得られた。 14 

 15 
＜PNEC の導出＞ 16 

２栄養段階（生産者、一次消費者）に対する慢性毒性値（0.00366 mg/L、0.010 mg/L）が17 
得られており、このうち、小さな値（藻類 0.00366mg/L）を種間外挿の不確実係数「5」で18 
除し、0.000732 mg/L を得る。二次消費者については、信頼できる急性毒性値（0.870 mg/L）19 
が得られており、これを ACR（Acute chronic ratio：急性慢性毒性比）「100」で除した20 
0.00870mg/L が二次消費者の慢性影響候補値となる。両者を比較し、慢性影響候補値が小さ21 
い 0.000732mg/L をさらに室内から野外への外挿係数「10」で除し、ヒドラジンの22 
PNECwater として 0.0000732mg/L（0.0732µg/L）が得られた 23 

上記で算出した PNECwater について、国内外の規制値等との比較を行い、その妥当性等24 
を検討した。 25 

ヒドラジンは、カナダにおいて淡水域(0.0026mg/L)と海域（0.0002mg/L）が水生生物保26 
全に係る水質目標値（Federal Water Quality Guideline）として策定されているのみである。27 
国内外のリスク評価は、環境省(2002)及び財団法人化学物質評価研究機構・独立行政法人製28 
品評価技術基盤機構（2005）が初期評価を実施しており、それぞれ 0.000005mg/L（PNEC29 
値）、0.0005mg/L（無影響濃度）を用いた。 30 

本物質が優先評価化学物質として判定されたスクリーニング評価及びリスク評価（一次）31 
評価Ⅰでは、藻類の急性毒性値である 72 時間 EC50GRO（細胞数）0.006mg/L を不確実係32 
数積「2,000」で除した 0.000003mg/L (0.003µg/L)を PNEC 値として用いた。本評価では33 
PNECwater 算出のキースタディとして藻類の慢性毒性値を用いているため、スクリーニ34 
ング評価に比べて不確実性は小さくなっている。 35 

 36 
１-３ 有害性評価に関する不確実性解析 37 
水生生物では、生産者（藻類）の慢性毒性値、一次消費者（甲殻類）の慢性毒性値のうち、38 

生産者の慢性毒性値をキースタディとして、種間外挿「5」と野外への外挿「10」より、不39 
確実係数積「50」を当てはめて PNECwater を求めている。二次消費者（魚類）の信頼でき40 
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 1 
注）「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンスⅢ．生態影響に関する有害性評価」での収集範囲に含まれる有害性情報を整理した。 2 

 3 
略語 4 
【エンドポイント】EC50（Median Effective Concentration）：半数影響濃度、LC50（Median Lethal Concentration）：半数致死濃度、NR-LETH：死亡が確認された5 

時間、LOEC(Lowest Observed Effect Concentration）：最小影響濃度、NOEC（No Observed Effect Concentration）： 無影響濃度 6 
【影響内容】ABN(Abnormal）：形態異常、DVP(Developmental changes）：発育異常、GRO（Growth）：生長（植物）、成長（動物）、HEMT（Hematological  Parameters）：7 

血液学的パラメータ、IMM（Immobilization）：遊泳阻害、LOCO(locomotion）：移動能力阻害、MOR（Mortality）：死亡、MUL：複数の影響、PGRT（Population 8 
Growth Rate）：個体群生長率、PHY(Physiology)：生理学的な異常（心拍数）、REP（Reproduction）：繁殖、再生産、STRC（Structural Changes）：形態構造9 
の変化 10 

（）内：試験結果の算出法 RATE：生長速度より求める方法（速度法）、細胞数：細胞数より求める方法 11 
 12 
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